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して植栽本数を決める考え方がある。。

3 樹種による被害形態の違いや被害程度に差がある。

日本産針葉樹
雪圧害の受け方の小さい方から並べると， アカエゾマソく｝トマソくカラマゾとなる。

工ゾマツは少数の例しかないが 'r.マツよりは被害の受け方が小さく， アカエゾマソと｝トマ

ソの間に入るとみている。
グイマツF'(東京大学北海道演習林産）も少数例てあるか， 同属のカラマソよりは積雪に強く，

アカエゾマソと同じランクである。 これらは今後も検討か必要てある。

外国産針葉樹

事例の多いものについてまずのべる。

ヨ ー ロy パ ｝ウヒ， ヨ ー ロy パアカマソ， レジノーザマソ， ス t ロ ー ブマソは， いつれも雪圧

害に弱いが，しいて順位をつけると上記の順で弱くなる。被害形態に若干の違いがあり，ヨーロソ

パトウヒは折れて複葉になったり， 側芽が立って外見上回復する形態か多く幹曲りは少ない。 マ

ツ類は， 折れてもそれが曲ったまま癒着し， 幹曲りか激しく， 一般材の採材不能な形態か多い。

事例の少ないものについてふれると，

グロ ーカ｝ウヒ， プンゲンス｝ウヒ， ヴァイスタンネは， ヨ ーロノパ｝ウヒよりは雪圧害に強

く， トトマツと同程度かそれ以上てある。 チョウセンゴヨウマソは上記のマソ類と同様てある。

広葉樹について

カツラ：植栽は1950年頃から試みられ，'60年代の後半から'70年代の前半にも数百本の単位で毎

年のように試みたが，毎年積雪で折られて消滅する過程をとった。現在，186林班の急斜面(30度）

に植栽した少数のものが， 曲っても折れずに育っているたけである。 中川参考林に植栽したもの

も， まだ生存はしているか， 積雪深をぬけでていない。

一方， 全刈地招えした造林地や集材路に天然下種した稚樹は， 雪圧害のうけ方が植栽したもの

にくらべて著しく少ない。 とくに， ヤナギ類やケヤマハンノキなとと混じって生えたものは雪折

れの比率が小さい。

ヤチダモ： 1923年頃より， ほほ連続的に植栽されている。 歌内の蛇紋岩地区のように細々と生

きているところもあるか大部分のところては良く， この代表的な場所が有賀の沢である。

ヤチタモも積雪害をうける。 とくにネズミの食害と雪圧で根元から折れるものも少なくない。

また，枝か引きぬかれて幹に傷がつき折れる場合もある。 このようなことから，中川演習林では，

ヤチダモが積雪深以上になるまでは徹底した枝切りをし， また萌芽を整理している。 植栽木の生

長は衰えると思うが， 一つの保育様式であろう。

上記の樹種の他に， 近年はカンバ類， ハ ルニレ， ミズナラなとを少量植栽しているが， 雪圧害

の程度はカラマソよりは小さいか， 根元曲り， 幹曲り， 幹折れなとの被害をうける。
これらの天然下種更新をみると， ハ ルニレなとの孤立木は著し〈屈曲した幹になっているか，

カツラの項てのべたよフに， カンパ類， ハン ノキ， ヤナギ類なとと1 m'当り数本～数十本の密度

て生えている場合は， 雪圧害のつけ方は極度に少ない。 このようなことをみると， 広葉樹の大部

分は， 雪圧害の解消も含めて天然下種か播種造林の更新技術を確立することが課題になろ�）。

今後の こ と

これまでの資料をまとめることを予定しているが， これとは別に， 雪害調査の一部は継続する 

とともに， 212·213林班の雪圧害の激害地を，’＇外 国樹種導入試険地” として， 将来は材質の試

験等も行れることも予想し， ha以上の大きさて区割し， 観察し易く整備してはとうだろっか。


